
介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1₀₉₃

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線11₀1

◆利用までの流れ
❶妊娠届の際に窓口で申込書などを配布
❷利用希望者は、申込書と確認事項を市役所地域
福祉課または各総合支所地域振興課に提出
❸地域福祉課で審査の上、申込者に利用券を送付
❹利用券が届いたら、利用希望日の１週間前まで
に受託事業者へ電話で利用を申し込み
❺サービスの利用開始
◆受託事業者 ＪＡ新いわてホームヘルプステー
ション西根（☎70-2181）

な
っ
た
。

▼

他
の
参
加
者
に
実
態
を
隠
さ
ず

話
し
た
こ
と
で
、
応
援
の
言
葉
を

も
ら
い
、
温
か
く
接
し
て
も
ら
え

た
の
で
、
と
て
も
気
持
ち
が
楽
に

な
っ
た
。

▼
﹃
一
人
で
頑
張
り
過
ぎ
な
い
こ

と
﹄﹃
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
た
ま
に
は
手
を
抜
く
こ

と
﹄﹃
介
護
者
が
自
分
の
体
を
大

切
に
し
な
い
と
、
み
ん
な
が
不
幸

に
な
る
。
認
知
症
の
人
だ
け
で
は

な
く
、
自
分
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
﹄と
話
が
あ
っ
た
時
、
涙
が
出

る
思
い
だ
っ
た
。
自
分
ひ
と
り
で

頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

背
負
い
込
ん
で
い
た
よ
う
に
思

う
。
気
持
ち
が
救
わ
れ
た
。

﹃
家
族
の
つ
ど
い
﹄は
、
今
後
も
継

続
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
程

な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。「
介
護
に
悩
ん

で
い
る
」「
介
護
を
し
て
い
る
仲
間
が

ほ
し
い
」と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
市
役
所
健
康
福
祉
課
内
）に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
八
幡
平
市
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会（
世
話
人・伊
藤
實
氏
）」と
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、﹃
認
知

症
介
護
家
族
の
つ
ど
い
﹄（
以
下
、
家

族
の
つ
ど
い
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
認
知
症
の
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族（
過
去
に
介
護

し
て
い
た
家
族
も
含
む
）が
、同
じ
境

遇
の
人
同
士
で
悩
み
を
相
談
し
、
情

報
交
換
を
す
る
場
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

26
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
開
催

し
、
計
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想

▼

少
人
数
で
、
身
近
な
こ
と
を
話

し
合
え
、
と
て
も
良
か
っ
た
。

▼

皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て﹃
同
じ

よ
う
な
こ
と
で
苦
労
し
た
り
、
悩

ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

ん
だ
﹄と
、
自
分
へ
の
エ
ー
ル
に

市は、子育て支援ヘルパー派遣事業を実施して
います。
産前・産後の妊産婦は、日常生活での負担や不
安が大きくなります。産前・産後の時期に、訪問
による支援を行い、子育ての手助けをするのが、
この事業の目的です。
◆料金 無料
◆内容 家事援助（日常的な炊事、洗濯、掃除、買
い物）や育児補助、病院や検診への付き添いなど
（サービスは、親の子育てを支援するために行って
いますので、親がそばにいることが必要です）。
◆利用時間 午前９時から午後５時まで（日曜、祝
日および12月28日から翌年１月４日までを除く）
◆その他 利用対象者は、昼間に当該妊婦または
母親などを援助する人がいない世帯。既定の利用
回数を超えた場合は、実費を負担いただきます。

「
認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
て
い
ま
す

利用対象者 利用期間 利用回数と時間
母子手帳交付後の
妊婦がいる家庭

母子手帳交付後か
ら出産予定日まで ６回以内とし、１

回当たり２時間以
内１歳未満の乳児が

いる家庭
１歳になる前日ま
で

３歳未満の２人以
上の多胎の子がい
る世帯または３歳
未満の子がいるひ
とり親家庭

双子以上の出産や
ひとり親世帯など
の場合は出産後３
年まで

１歳になる前日ま
で、１歳から２歳
になる前日まで、
２歳から３歳にな
る前日まで、各６
回以内

子育て支援ヘルパーのご利用を
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔

〕

今

の

平
成
26
年
中
は
、
地
域
の
行

事
で
ピ
ザ
を
約
７
０
０
枚
ほ
ど

焼
か
せ
て
い
た
だ
き
、
無
事
に

焼
き
納
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
と
し
は
、
ク
オ
リ

田頭コミセンは、研修室、調理室、体育館など
を備え、地域の皆さまの研修、集いの場、サーク
ル活動、各種教室などに自由に使っていただける
施設です。また、小・中学生の下校時には、子ど
もたちが立ち寄るにぎわいの場にもなっています。

平笠地区、田頭地区の交流の中心となっている
田頭コミセンは、生涯学習事業部門とスポーツ事
業部門の２部門を核に活動しています。

テ
ィ
ー
、
内
容
、
地
域
で
焼
く

際
の
関
わ
り
方
を
変
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

生涯学習の青少年
健全育成事業では
「チャレンジＫ

キ ッ ズ
ＩＤＳ」を

開催。今年の前半は、
大更コミセンとの共
同事業で「夏休み海
へ行こう！チャレン
ジ２Ｄ

デ イ ズ
ＡＹＳ」を開催

し、１泊２日のキャ
ンプを行いました。
成人、女性講座事

業では「田頭旧跡
マップ（田頭地域振
興協議会発刊）を歩
く会」「野山を歩く
会」、福祉・高齢者事業では「曙大学」（年間10講座）
開催しています。
芸術・文化事業では「田頭コミセン秋実りまつ

り」を開催し、サークル発表、文化芸能発表、作品
展示発表、一日体験講座、模擬店出店などで地域
の交流と芸術文化の推進が図られました。
スポーツ事業では、総合体育大会と称し「早起き

ソフトボール大会」『夏季体育祭「野球大会・ソフ
トボール大会・ソフトバレーボール大会同日開
催」』「壮年ソフトボール大会」「ゲートボール大会」
『冬季体育祭「卓球大会・ドッヂビー大会」』の８競
技を開催しているほか、恒例の地区大運動会も
行っています。

チャレンジ２DAYS
でのカヌー教室

小・中学生に昔遊びを指導
した曙大学の世代間交流

舘
市
夜
ピ
ザ
会
を
開
催（
10
月
24
日
）

ピザの作り方について講習

参加者みんなでピザ作りを実践

各
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
が
完
成

田頭コミセンは地域の交流の場

第10回 ＱＲコードを読み
取ると、田頭コミセン
のF

フェイ ス ブ ッ ク
acebookのページ

にアクセスできます。

コミュニティセンター通信
田頭コミセン

☎76-2521

さまざまな事業を展開しています
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